
令和４年第９回定例公安委員会会議録

開 催 日 時 令和４年３月２４日（木）午前１１時１０分～午後２時４０分

開 催 場 所 警察本部

第１ 定例会議

１ 開催時間 午後１時３０分～午後２時５分

２ 出席者

公安委員会 勝部委員長 久本委員 衣笠委員

警察本部 服部警察本部長 川島警務部長 岡山首席監察官

前田生活安全部長 土井田刑事部総括参事官 柴田交通部長

加藤警備部長 青木警察学校長 見垣情報通信部長

水谷警務部参事官

（事務局等～山脇公安委員会補佐室長、総務課員）

３ 議題事項

○運転免許更新に係る審査請求の裁決（警務部）

○鳥取県道路交通法施行細則の一部改正（交通部）

（１）運転免許更新に係る審査請求の裁決

警察本部から、運転免許更新に係る審査請求について、本件請求を棄却する旨

の裁決案の説明がなされた。

委員

審理結果や裁決案について事前に説明を受けており、案のとおりで良い。

委員

法令に基づきなされた処分であり、案のとおりで良い。引き続き、県民に対し、

道路交通法の周知に努めていただきたい。



（２）鳥取県道路交通法施行細則の一部改正

警察本部

鳥取県道路交通法施行細則を３点改正する。

１点目は、安全運転管理者の届出等の提出数を２通提出としているところ１通

とする。現行では、安全運転管理者等の選任等の届出書は２通提出することとし

ている。また、安全運転管理者等の選任の要件として、自動車の運転管理能力を

有すると公安委員会の認定を受けようとする者についても申請書を２通提出する

こととしているが、いずれも１通とする。これは、警察行政手続サイトによるオ

ンライン申請が可能となり、複数通の提出が不要となったことから、オンライン

申請、窓口申請を問わず１通とする。

２点目は、自動車に積載物を積載して運行することができる高さの上限につい

て、公安委員会が道路等の状況により支障がないと認めた区間は、４．１メート

ルを超えない範囲で定めることができる。現在、鳥取県公安委員会では７８区間

を指定し、高さの上限を４．１メートルと規定しているところ、毎年、運輸業界

団体等で構成される「背高車両委員会」が、警察庁等に指定道路の追加を要望し

ており、令和３年に要望された区間のうち、道路管理者等と調査した結果、４区

間を追加指定する。この２点の施行日は、本年４月１日とする。

３点目は、運転経験の期間の特例規定を削除する。通常、第二種免許受験資格

は、第一種免許取得後３年以上の運転経験が必要であるが、「旅客自動車教習所

制度」による講習を終了した者は、運転経験２年で受験可能となる特例が設けら

れているところ、道路交通法施行令の一部改正により、同制度が廃止されるため

削除する。この施行日は、本年５月１３日とする。

委員

詳細について事前に説明を受けたが、申請が簡素化されたり、県民の利便性が

高まるものなので、このとおり進めていただきたい。

委員

法令等によるものなので、このとおりで良い。

４ 報告事項

○鳥取県警察直轄警察犬犬舎の完成（刑事部）

○４月中の入校及び訓練概況等（警察学校）

（１）鳥取県警察直轄警察犬犬舎の完成（刑事部）



警察本部

本日、直轄警察犬の犬舎の引渡しを受けた。犬舎は、木造平屋建て、９．８平

方メートルであり、警察学校敷地内に建築した。

直轄警察犬は本年中に購入予定であり、犬種はジャーマンシェパード、使役の

主体は、原臭を元に歩行経路の追及などを行う足跡追及である。本年４月１日か

ら運用を開始し、今後、開始式を予定するなど報道機関を通じて広報予定である。

県警察では、直轄警察犬の運用を早期に軌道に乗せるとともに、嘱託警察犬と

直轄警察犬が連携した活動を確立し、警察犬制度の活性化を目指す。

委員

出動がない時の対応状況はどうか。

警察本部

訓練を行うほか、食事や散歩等の回数が決まっているので、休日も含めて職員

が対応する。

委員

愛情を注いで訓練を行ってほしい。活躍を期待している。

委員

県警察にとっては念願の直轄警察犬導入であり、捜査や行方不明者捜索の初動

対応向上が期待でき、県民の安心安全につながるものだと思う。

委員

警察犬は多くの場面で活躍しているが、県民にとっては目にする機会が少なく、

あまり身近な存在ではないと思うので、このような機会を捉え、県民に見える広

報を行っていただきたい。

（２）４月中の入校及び訓練概況等（警察学校）

警察本部

４月中は、１課程の専科を行うほか、新年度採用の初任科第９５期及び第９６

期、警察行政職員等初任科第３２期が入校し、採用時教養を行う。入校式は４月

５日に予定しているが、コロナ禍であることから、昨年に引き続き出席者を縮小

し、家族の出席は見合わせる。入校後、しばらくは特別生活指導期間としており、

マラソンや登山訓練などの各種訓練や行事を集中的に実施する。

３月８日に初任補修科第４１期が卒業し、本年度の学校教養の全課程が終了し

た。



委員

新年度入校する職員には、集団生活を通し、警察職員として必要なことを学ん

でいただきたい。教官には、立派な警察官となるよう、しっかりと指導していた

だきたい。

委員

女性警察官の割合はどうか。

警察本部

現在、県警察では、１３パーセントを目標としている。新年度に入校する者の

うち、女性警察官は約３割を占める。

委員

学校生活を通し、心技体を鍛えていただきたい。

委員

警察官として育成するために重要な時期だと思うので、しっかりと教養を行う

とともに、初任科生は不安を抱えている部分もあると思うので、サポートも行っ

ていただきたい。

第２ その他の公安委員会活動

１ 意見の聴取

運転免許課から、道路交通法に基づく意見の聴取２件について、事案概要、処

分理由、当事者の陳述要旨、基本量定等を詳細に聴取し量定を決定した。

２ 聴聞

運転免許課から、道路交通法に基づく聴聞１件について、事案概要、処分理由、

当事者の陳述要旨、基本量定等を詳細に聴取し量定を決定した。

３ 報告事項

・審査請求の受理

・新型コロナウイルス感染症への対応状況



４ 決裁

・運転免許更新に係る審査請求の裁決

・公文書開示請求に対する決定

・自転車防犯登録の指定団体に関する告示

・特定抗争指定暴力団等の指定期限延長

・鳥取県道路交通法施行細則の一部改正

５ 公安委員会委員間の事前検討・協議等

６ 公安委員会補佐室からの事務連絡等

公安委員会補佐室から当面の行事予定等について確認と説明があり、了承した。


